
◎職員の管理職員特別勤務手当に 

関する規則 

 

制  定 平２６． ３．２４ 規則１ 

最近改正 平２８． ３．３１ 規則４ 

（趣  旨） 

第１条 職員の給与に関する条例（昭和３５年淀川右岸水防事務組合条例第９号。以下「条例」という。）第１９

条の２の規定による管理職員特別勤務手当の支給については、別に定めるもののほか、この規則の定めるところ

による。 

（支給対象） 

第２条 条例第１９条の２第１項及び第２項の管理又は監督の地位にある職員は、課長級以上の職にある職員と

する。 

 （平２７規則３、平２８規則４ 一部改正） 

（手 当 額） 

第３条 条例１９条の２第３項第１号及び第２号の管理者が定める額は、次の各号に掲げる勤務及び職員の区分

に応じ、当該各号に定める額とする。 

（１）  条例第１９条の２第３項第１号による勤務 

 事務局長の職にある職員 １０，０００円  

 課長級の職にある職員 ８，５００円 

（２）  条例第１９条の２第３項第２号による勤務 

 事務局長の職にある職員 ５，０００円  

 課長級の職にある職員 ４，３００円 

２ 条例第１９条の２第３項第１号の管理者が定める勤務は、勤務に従事した時間が６時間を超える場合の勤務

とする。 

 （平２７規則３、平２８規則４ 一部改正） 

（支 給 日） 

第４条 管理職員特別勤務手当は、特別な事情のない限り、その月分を翌月の給料の支給日に支給する。 

（施行の細目） 

第５条 この規則の施行に関し必要な事項は、管理者が定める。 

附  則 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附  則（平２７．３．２５ 規則３） 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附  則（平２８．３．３１ 規則４） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

  


